
今回の日合商解説（vol.100）では、 DX推進に伴う住生活産業界における
人材確保・人材育成において、今後の動向について解説します。前回の日
合商解説（vol.99）では、建設業の人材確保・育成における国土交通省の
政策方針や重点分野について解説しました。今回は、DX推進によって住
生活産業界の人材確保・育成はどうなるのか、解説を行っていきます。
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① 住生活産業におけるデジタルスキルの重要性と課題

デジタル技術の進展に伴い、住生活産業界における人材確保と育成は

新たな局面を迎えており、デジタルスキルがますます重要視される中

で、業界全体の変革が求められています。

今後、住宅業界ではどのようなスキルが必要とされ、どのように人材

を育成していくべきなのでしょうか。

まず、デジタルスキルの習得は、業界全体で不可欠となるでしょう。

住宅設計や施工、販売、アフターサービスといった各プロセスで、デ

ジタル技術の活用が標準となってきています。例えば、建築設計にお

いては、3Dモデルを用いた設計手法や、IoTやAIを活用したスマート

ホーム技術が急速に普及しています。

また、データ分析に基づく経営判断や、顧客対応におけるデジタル

ツールの活用も、今後の競争力を左右する重要な要素となるでしょう。

これらのスキルが業界の成長に直結するため、業界全体でのスキル

アップが必要です。
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② 住生活産業におけるデジタル人材育成の新たなアプローチ

・現場重視からデジタルスキル重視へ
人材育成のアプローチについても大きく変わります。
従来の住生活産業界では、現場での経験や知識が重視されていました
が、今後はデジタルスキルが不可欠となります。
企業は、従業員に対してデジタル技術の基礎から応用までを学ぶ機会
を提供し、若手からベテランまで幅広い層に対して再教育を行うこと
が求められます。このような教育プログラムの導入は、企業のDX推
進だけでなく、業界全体の競争力強化にも繋がります。

・求められる人材像の変化
さらに、デジタル技術の普及に伴い、住生活産業界で求められる人材
像も変わりつつあります。単なる現場での技術や営業力に加えて、デ
ジタル技術を駆使して業務効率を向上させる能力や、データに基づい
た意思決定ができる人材がますます求められるようになります。
例えば、データサイエンティストやAIスペシャリスト、スマートホー
ム技術のエキスパートなど、新たな職種が登場し、これらの専門知識
を持つ人材が業界のデジタル化を牽引する役割を果たすことが期待さ
れます。こうした人材の確保と育成は、企業の競争力向上に大きく貢
献するでしょう。

・高度なデジタル人材の争奪戦
また、デジタルスキルを持つ人材の需要が高まることで、労働市場に
おける競争も激化する可能性があります。特に、高度なデジタルスキ
ルを持つ人材は市場での価値が高まり、企業間での争奪戦が予想され
ます。これに対抗するため、企業は積極的な採用戦略を展開するとと
もに、社内での育成プログラムの充実を図る必要があります。
さらに、異業種からの転職者や、未経験者を積極的に受け入れ、社内
でのスキル教育を行うことで、人材確保の課題に対応することが求め
られます。このような取り組みが、今後の人材確保と育成の鍵となる
でしょう。

・業界全体の連携による成長戦略
このように、デジタルスキルの重要性が増す中で、住生活産業界は新
たな人材育成の方法と戦略を模索し続けることが不可欠です。業界全
体での協力と連携を通じて、持続可能な成長を実現し、競争力を強化
するための準備を進める必要があります。
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③ まとめ

・DXによる業務効率化と新ビジネスモデル
住生活産業界におけるDXは、業務の効率化や新たなビジネスモデル
の創出に寄与します。IoTを活用したスマートホーム技術の普及によ
り、住まいの利便性やエネルギー効率、セキュリティが向上するほか、
データ分析による顧客ニーズの把握が、パーソナライズされたサービ
ス提供を可能にし、顧客満足度を高めるでしょう。この変化により、
業界は顧客中心のビジネスモデルに移行し、競争力を強化することが
期待されます。

・デジタルスキルの標準化と人材像
デジタルスキルの標準化は、住生活産業界の人材育成において重要で
す。CADやBIMに加え、AIやIoT、データ分析のスキルが求められま
す。これにより、業界のDXが進み、新しい人材像が形成されます。
高度なデジタルスキルを持つ人材が、従来の職務範囲を超えた新たな
価値を創造し、企業の成長を促進することが期待されます。

・内部育成と外部採用の強化
変革期には、企業がスキル教育と人材育成を強化する必要があります。
デジタル技術に対応する教育プログラムや再教育を充実させることで、
競争力が向上します。また、デジタルスキルを持つ外部の人材の採用
も重要です。これにより、業界全体のDXが進み、新しいビジネスモ
デルの創出が可能になります。

・業界全体での協力と標準化
業界全体での協力も重要です。企業間の連携やベストプラクティス
（最良の事例）の共有が、持続的な成長を支えます。例えば、 新技
術の共同開発や市場調査が技術革新を加速します。また、業界全体で
の標準化や規制緩和が、デジタル技術の導入をスムーズに進めるため
に必要です。

・戦略的な人材育成と成長
住生活産業界がデジタル化の波に乗り、競争力を維持・向上させるた
めには、戦略的な人材育成とデジタルスキルの強化が重要です。次世
代リーダーの育成や柔軟な教育制度の整備が求められます。これによ
り、業界はデジタル時代に適応し、新しい価値を創造し、持続的な成
長を遂げることができるでしょう。
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